
対策型検診と任意型検診の比較

対策型検診(住民検診型) 任意型検診 (人間ドック型)

Population-based screening Opportunistic screening

検診対象者

検診対象として特定された集団構成員の全員

(一定の年齢範囲の住民など)。ただし、無症

状であること。症状があり、診療の対象と

なる者は該当しない

定義されない。ただし、無症状であること。

症状があり、診療の対象となる者は該当しな

い

検診方法 
当該がんの死亡率減少効果が確立している方

法を実施する

当該がんの死亡率減少効果が確立している方

法が選択されることが望ましい

利益と不利益
利益と不利益のバランスを考慮する。利益

が不利益を上回り、不利益を最小化する

検診提供者が適切な情報を提供したうえで、

個人のレベルで判断する

検診提供者 市区町村 特定されない

検診費用
公的資金を使用。無料あるいは一部、少額

の自己負担が設定される

全額自己負担。ただし、保険者等が一定の補

助を行っている場合もある

提供体制

公共性を重視し、個人の負担を可能な限り

軽減したうえで、受診対象者に等しく受診機

会があることが基本となる

検診提供者の方針を優先して、検診サービス

が提供される

検診方法の選択
「有効性評価に基づくがん検診ガイドライ

ン」に基づき、市区町村が選択する

個人あるいは検診実施機関が自由に選択す

る。ただし、当該がんの死亡率減少効果が明

確ではない方法が選択される場合がある

受診率対策 受診率を100%に近づけることが求められる 一定の方法はない

受診勧奨方法
受診対象者全員が適切に把握され、受診勧

奨されることが望ましい
一定の方法はない

感度・特異度

特異度、および不利益を最小化が重視され

ることから、最も感度の高い検査法が必ずし

も選ばれない

最も感度の高い検査法の選択が優先されがち

であることから、特異度が重視されず、不利

益を最小化することが困難である

精度管理

がん登録を利用するなど追跡調査も含め、一

定の基準やシステムのもとに継続的な中央管

理が行われる

一定の基準やシステムはなく、提供者の裁量

に委ねられている

具体例

健康増進事業による市区町村の住民対象の

がん検診(特定の検診施設や検診車による集

団方式と、検診実施主体が認定した個別の

医療機関で実施する個別方式がある)

検診機関や医療機関で行う人間ドックや総合

検診保険者が福利厚生を目的として提供する

人間ドック

検診方法

定　義

特　徴
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